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原著

若年妊婦の胎児への愛着に関連する要因の検討

玉城清子'）賀数いづみ'）

背景：沖縄県は他府県に比較し、若妊婦の出産率が高い。若年妊婦は思春期・青年期の発達課題と共に母親としての発達課題も獲

得しなければならない。若年妊婦の胎児への愛着に関連する要因については、わが国ではまだ明らかにされてない。

目的：若年妊婦の胎児への愛着と関連する要因を明らかにする。

研究方法：妊娠30週以降の若年妊婦47人を対象に、胎児への愛着、子どもの頃の母親ならびに父親の養育態度、夫婦関係の

調和性、ソーシャルサポート、本人やパートナー・実父母・義父母の妊娠の受容、パートナーの結婚相手としての希

望程度、妊娠希望の有無、属性の調査を行った。

結果：対象の平均年齢18.5歳、パートナー21.8歳。夫婦で独立して生活している者は約３判、他は夫婦または本人のみ実家

で生活していた。胎児への愛着と関連の認められた要因は、パートナーの結婚相手としての希望程度、妊娠希望の有

無で、学歴や婚姻状況、家族形態などは関連がなかった。パートナーとの結婚を望んだ程度でみると望んだ程度の強

いものの方が希望の程度の弱いものよりも、有意に胎児への愛着得点が高く、また、妊娠希望の有無では「有」の方

が「無」に比べ有意に愛着得点が高かった。胎児への愛着得点と、夫婦関係の調和性、ソーシャルサポート、子ども

の頃母親ならびに父親の養育態度、本人やパートナー・実父母・義父母との関連では、本人・パートナー・実父母の

妊娠の受容に有意な関連がみられた。

結論：若年妊婦の胎児への愛着と関連するのは、パートナーを結婚相手として希望した程度、妊娠希望の有無、本人ならび

にパートナーや実父母の妊娠の受容であることが明らかになった。

キーワード：若年妊婦、妊娠末期、胎児への愛着、結婚相手としての希望程度、妊娠の受容

Ｌはじめに

一般的に母性愛といわれている母親の子どもに対する

愛着は、母性役割を遂行する上で重要な要素である。

Ainsworthは乳児の母親への愛着形成に、母親の母性

行動の量と質が関連すると述べ')、また、Bowlbyも乳

児期の段階では母子の接近は母親の行動によって維持さ

れ、母子関係は母親に全責任があるとしている。母親が

子どもの心理的安全基地の役目を果たせないと、､子ども

の心身の発達に悪影響を及ぼすことはこれまでの研究で

明らかにされている。Deutch2)は、妊婦はお腹の中の

子どもに対し情緒的きずなを発達させると早くから述べ、

その後の研究者も母親の子どもへの愛着は妊娠中から形

成ざれ妊娠経過とともに発達する3-5)というのが一致

した見解である。また、妊娠９か月までに胎児を個人と

認識できなかった妊婦は、出産後児への愛着形成が遅れ

るともいわれい、妊娠中に胎児への愛着を発達させるこ

とは妊娠中の重要な課題いといわれている。

年齢は母親役割適応に影響を及ぼす7)ことから、思春

期・青年期にある若年妊婦は、一般的な心理社会的発達

の獲得とともに、胎児の受容と、将来母子関係の確立が

スムーズに行われるよう母親としての精神発達も期待さ

れている。若年妊婦の出産率の最も多い8)アメリカにお

いては、若年妊婦の胎児への愛満は、ソーシャルサポー

トや計画的妊娠、自分で子どもを養育すること，)が関連

すると報告されている。

わが国の若年妊婦はアメリカに比べ少ないとはいえ、

若年妊婦は存在するのであるが若年妊婦の研究は少ない。

沖縄県は若年妊婦の出産が毎年600件余'0)あり、それを

15～19歳の女子人口46,741人'1)で割ると若年妊婦の出産

率が全国平均より高い。思春期・青年期にある若年妊婦

は一般的な心理社会的発達の獲得とともに、胎児を受容

し、将来母子関係の確立がスムーズに行われるよう母親

としての精神的発達も期待されている。本研究の目的は

若年妊婦の胎児への愛着に関述する些因を明らかにする

ことである。

Ⅱ方法

１．研究方法

１）対象者と調査期間

妊娠確定時20歳未満で、妊娠30週以降の妊婦を対象と

した。妊娠30週以降としたのは、妊娠継続の意志が確定

していること、さらに分娩が近くに迫り母親としての身

体的精神的準備がなされる時期であるためである。沖縄

県内中南部の分娩件数の多い９カ所の産科医療施設へ調

査の協力を依頼し、協力の得られた７施設で受診してい

る若年妊婦を対象とした。狩年妊姉48人の協力が得られ、

そのうち胎児への愛着に関する調査用紙未記入者１名を

除く47名を分析対象とした。調査期間は平成14年12月～1）沖縄県立看護大学
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平成16年１月である。 Parker,Ｇらと同様の２因子構造を認めたが、

Care因子13項目、Overprotection因子12項目を明

らかにしている'5)。今回は妊婦を対象にしている

ため藤井の因子椛造を用いた。今lD1の対象者の

Cronbachaは母親の“Care''は0.897であったが、

“Overprotection，’は0.572とやや低かった。Ｏｖｅｒ

protectionは１項目を削除することにより0.692に

なることから、分析には１項目を削除した11項目

を用いた。父親の“Care，'のCronbachaは0.885,

“Overprotection''0.836であった。

（５）夫婦関係の調和性：LockeとWallace16)、Spanier17）

の質問紙から数井'8)が作成したＭDＡＳ（Marital

DyadicAdjustmentScale）を用いた。ＭDASは

日常生活における夫との調和性を測定するもので、

回答の得点化は回答へ割りふられた得点を合計す

るものである。得点が高いと、夫婦IjU係がより調

和的であることを示している。今回の対象者の

Cronbachaは0.755であった。

（６）ソーシャルサポート：家庭内外の対人関係から得られる

情緒的サポートを測定するために、Hendersonら'9)に

よって開発され、数井'8)によって翻訳されたIssIQ

（ThelnterviewScheduledSocialInteraction

Questionnaire）を用いた。ISSIQはAVSＩ

（AvailabilityofSocialforlntegration：社会的

相互交渉の相手の存在)、ADSＩ（Adequacyof

SocialIntegration：社会的相互交渉の充足度)、

ＡＶＡＴ（AvailabilityofAttachment：情綿的に

親密な関係をつくることのできる対象者の存在)、

ＡDAT（AdequacyofAttachment：情緒的に親

密な関係を作ることのできる対象者の充足度）の

４つの下位尺度から構成されている。各下位尺度

の高さはサポートの高さを示している。Cronbach

aはＡＶＳI=0.217ＡＤＳI=0.396ＡＶＡＴ=0.507

ＡDAT=0.676であり、ＡDAT以外はα係数が低く

尺度として不適切であるため、ソーシャルサポー

トの指標にはＡＤＡＴのみを用いた。

２）倫理的配慮

対象者へは口答及び文書で研究目的、秘密の保持など

を明確に伝え、同意の得られた者を対象者とした。また、

対象者が18歳未満の場合は保護者にも同様の説明を行い、

保護者の同意も得られた者を対象者とした。また、研究

を始めるにあたり沖縄県立看護大学倫理委員会の承認を

得た。

３）調査項目及び測定用具

（１）基本属性：本人及びパートナーの年齢、家族構成、

調査項目及び測定用具

基本属性：本人及びパートナーの年齢、家族構成、

学歴、婚姻状況、妊娠出産歴。

妊娠の受容：本人やパートナー、実父母及び義父

母の妊娠の受容を非常に困っている（１点）から

非常に喜んでいる（５点）までの５段階で、妊婦

から情報収集した。

胎児に対する愛着：Muller12)が開発し、辻野ら'3〕

の翻訳の日本語版ＰＡＩ(PrenatalAttachment

Inventory）を用いた。ＰＡＩは妥当性と信頼性が

確認されており'2)、日本人を対象とした調査では

信頼度係数は0.89であった'3)。PAIは21項目から

構成され、回答は４件法のリッカートスケールで、

得点の高さは愛着の強さを示している。今回の対

象者のCronbachaは0.896であった。

両親の養育態度：Parker,Ｇ,’ら'4)によって|＃１発さ

れたＰＢＩ（ParentalBondingInstrument）を用

いた。PBIは両親の本人に対する育児の行動や態

度を遡及的に尋ね、親と愛情のきずなを測定する

ものである。２５の質問項目からなる４件法リッカー

トタイプの質問紙である。Parker,Ｇらは“Care'’

12項目、“Overprotection''１３項目の２因子構造を

明らかにし、それぞれの妥当性や信頼性が確立さ

れている'4)。Careは親の暖かさや共感、親密さな

どの度合いを、また、Overprotectionは過保護や

自立の妨害などの度合いを計っている。日本では

藤井が乳幼児を持つ母親を対象にした調査で

(２）

(３）

(４）

表１属性 、４７

本人185±0.9歳、パートナー21.8±4.4歳

中卒660％、高卒170％、高校在学中8.5％、専門卒2.1％、無回答6.4％

中卒48.9％、高卒40.4％、専門卒４３％、無回答６４％

核家族319％、夫llll1で実家にli1届447％、本人のみ実家に同居23.4％

既婚702％、未婚298％

初産婦787％、経産婦213％

アルバイト8.5％、無し８５．１％、無回答６４％

常勤66.4％、アルバイト・出稼ぎ21.3％、無し6.4％、無回答6.4％

やや余裕あり2.1％、齊通27.7％、やや苦しい489％、苦しい１９１％、無回答２．１％

非常に希望27.7％、希盟191％、やや希塑128％、あまり希望せず２１％

有り681％、無し25.5％、無回答6.4％

平均年齢

本人の学歴

パートナーの学歴

家族形態

婚姻状態

出産経験

職業（本人）

職業（パートナー）

家庭経済状況

結嬬相手としての希望籾Ｋｒ

妊娠希望の有無

＊母数は初産婦で回答のあった29人
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３．統計解析

統計解析はSPSSJ1aOforWindowsを使用し、有

意差はＸ２検定、ｔ検定、一元配置分散分析、Person及
びSpearmanの机間係数を用い、５％以下を有意水準と

した。

認識している者が多かった。

初産婦で妊娠後結婚した29人に、パートナーは結婚し

たいと思っていた人かを「非常に希望」から「希望せず」

までの５段酷で質|川したところ「非常に希塑」27.7%、

｢希望」19.1%、「やや希望」12.8％となっており、多くの

者が結妬和手として希望した朴|手であった。妊娠希望の

有無と結婚相手としての希望度をｘ２検定したところ、
妊娠希望「有」には結婚相手として「非常に希望」した

者が多かったのに対し、妊娠を希望してなかった者には

結婚相手として「希望」や「やや希望」となっており、

パートナーが結婚相手として希望度が高いほど妊娠を希

望していた（p<0.05)。

Ⅲ、結果

１．対象者の背景

対象者の背景を表１に示す。平均年齢は18.5士0.9歳

で16歳から20歳の範囲であった。年齢分布で最も多かっ

たのは19歳44.7％で、ついで18歳34.0％であった。パー

トナーの平均年齢は218士4.4歳で、１６歳から35歳まで

の範囲に分布し、２０歳未満が34.3%を占めていた。これ

らは３組のカップルのうち１組は両者とも20歳未満の若

いカップルであることを示していた。学歴は対象者の６６

%は中卒であり、パートナーは中卒と高卒がそれぞれ

48.9%と40.4％となっており、パートナーの方がやや学歴

は高かった。家族形態では核家族319％、夫婦で実家に

同居44.7%、本人のみ実家に同居23.4％となっており、独

立して家庭を持っている者より親と同居している者が多

かった。婚姻状況では既婚者70.2％、未婚者29.8％であ

り、３割は未婚であった。婚姻状況と家族形態との関係

では、既婚者は核家族が多く、未婚者は本人のみ実家に

同居している者が有意に多かった（p<0.001)。対象者の

78.7％が初産婦で残り２割は１回経産婦であった。職業

の有無では、本人の場合は無職が85.1％と大部分を占め、

アルバイトをしている者がわずかながらいた。パートナー

では、常勤が66.4％と過半数であったが、アルバイトや

出稼ぎも213％おり、また、無職が１割弱いた。

家庭経済状況については、「やや苦しい」や「苦しい」

がそれぞれ48.9%、19.1%を占め、経済的に余裕がないと

２．本人やパートナー及び父母の妊娠受容状況

対象者と対象者を通してパートナー、実父母、義父母

の妊娠受容状況を質|川した。lEIl答は「非常に喜んでいる」

から「非常に困っている」までの５段階の中から選択す

るものである。図１に本人、パートナー、実父母、義父

母の妊娠受容状況を示す。本人の場合「非常に喜んでい

る」６６％、「喜んでいる」27.7％であり、９割が妊娠を

喜んでおり受容していた。しかし、6.4％は「仕方がな

い」と回答しており、妊娠の受容が積極的ではなかった。

パートナーでは、「非常に喜んでいる」61.7%、「喜んで

いる」31.9%であり、９割が妊娠を喜んで受容していた。

しかし、無回答のうち１人（2.1%）はすでにパートナー

と分かれており、パートナーの妊娠受容に問題があるの

もあった。

実母では、「非常に喜んでいる」と「喜んでいる」が

それぞれ48.9％と27.7％あり、約75％は娘の妊娠を喜ん

で受容していた。一方、１７％は「仕方がない」の消極的

受容で、さらに2.1％は「非常に困っている」の拒否を

100％

冊
船
船
外
Ｎ
冊
冊
冊
冊
冊

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

９
８
７
６
５
４
３
２
１

ロ無回答

■非常に困っている

團困っている

、仕方がない

日喜んでいる

□非常に喜んでいる

叡募發轍ざず
、

図１本人、パートナー、実父母、義父母の妊娠受容状況

表２本人とパートナー及び父母の妊娠受容の相関Spearmanの相関係数

本人パートナー実母 実父 義母

パートナー

実母
実父
義母
義父

0.633**＊

0.345＊

0.298

0.415*＊

0.465*＊

0.236

0.401＊

0.614*＊＊

0.584*＊＊

0677*＊＊

0.492*＊

0.482*＊

0.715**＊

0.776**＊ 0.914*＊＊

*：ｐ<００５，＊*：ｐ<００１，＊**:p<0００１
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示しており、妊娠末期でもなお20%の実母に妊娠の受容

に問題があった。実父では「非常に喜んでいる」27.7％、

｢喜んでいる」25.5％、５割は娘の妊娠を喜んで受容し

ていた。また、「仕方がない」の消極的受容は149%であっ

た。

義父母では、義母の７割及び義父の６割は妊娠を喜ん

で受容していた。しかし、義父母のそれぞれ１割は「仕

方ない」の消極的受容であった。

表２に各人の妊娠受容の相関を示した。本人の妊娠の

受容はパートナー、実母、義母、義父それぞれの妊娠の

受容と有意な正の相関があった。そのうちパートナーと

の相関係数が最も大きかった。

ＰＡＩ得点、夫婦関係の調和性得点、ソーシャルサポー

ト得点を初産婦群と経産婦群間に差があるか検定したと

ころ両者問に有意な差は認められなかった〔PAI得点

(t(45)=0.780,ｐ=0.440)、夫輔関係の調和性得点〔ｔ

(42)=-0.161,ｐ=0.873〕、ソーシャルサポート得点（ｔ

(42)=-0.616,ｐ=0.541)〕。これは、初産婦と経産婦のデー

タを区別しなくてもよいことを示している。

胎児への愛着を示すPAI得点は34点～76点の範囲に

あり、平均58.3±11点であった。PAI得点を従属変数と

し属性や家庭経済状況、パートナーの結婚相手としての

希望程度、妊娠希望の有無との関連を検討した。その結

果、関連が認められたのは、パートナーの「結婚相手と

しての希望程度」〔Ｆ（2.25)=6.752,ｐ=0.005〕と「妊娠

希望の有無」〔ｔ（42)=2.779,ｐ=0.008〕の２変数で、学

歴、婚姻状況、家族形態、出産経験、家庭経済状況は胎

児への愛着と側述は認められなかった（表３)。パート

3．胎児への愛着

１）ＰＡＩ得点と属性、結婚相手としての希望、妊娠の

希望との関連

表３属性、パートナーの結婚相手としての希望程度、妊娠希望の有無と

PrenatalAttachmentlnventory得点との検定

表４胎児への愛着（PAI）と夫婦関係の調和性、

両親の養育態度、妊娠の受容との相関

PAI得点 多重
ｐ比較＊

Pearsonの

相関係数
項目

平均値ＳＤ

学歴 夫婦関係の調和’性（ＭDAS）0.214

ソーシャルサポート（ADAT）０１６７

中卒

高校在学中

高卒

588

538

54.3

1103

13.23

10.18

0.461

母親の養育態度

Care

Overprotection

婚姻状況

既婚

未婚

0.135

0139

593］ｌｌＩｏⅢ561

父親の養育態度

Care

Overprotection

家族形態

夫婦のみ

夫婦で実家に同居

本人のみ実家に同居

0.076

0119596

59.2

548

11.50

11.76

８．８４

0.492

本人の妊娠受容

パートナーの妊娠受容

実母の妊娠受容

実父の妊娠受容

義母の妊娠受容

義父の妊娠受容

0.303＊

0.325＊

0.477*＊

0.355＊

0.181

0.269

出産回数

０回

１回

59.0

55.9 l1iiM

家庭経済状況

普通

やや厳しい

厳しい

＊：ｐ<0.05,＊＊：ｐ<0.0154.3

59.7

614

13.77

10.38

８０８

0.260

パートナーの結婚相手としての希望程度'）
非常に希望

希望

やや希望

63.1

60.4

45.7

９．７６

８．４０

１１７４ ]］0００５

妊娠希望の有無

有り

無し

60.8

51.0 ＩＩｉｉｏＯＯ８］
＊一元配置分散分析の多重比較はBonferroniまたはThmhaneの方法により
Ｐ<005のもの

')母数は今回妊娠によって結婚した者２８人

「あまり希望せず」は１人のため分散分析から除外
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ナーが結婚相手として「非常に希望した相手」や「希望

した相手」であった者は、「やや希望した相手」より

PAI得点が有意に高かった。妊娠希望の有無とＰＡＩ得

点との関連では、「有」の方が「無」より有意に高い得

点であった。

２）ＰＡｌ得点と親の養育態度、夫婦関係の調和性、ソー

シャルサポート及び妊娠受容との相関

表４にPAI得点と、母親及び父親の養育態度、夫婦

関係の調和性、妊娠受容との相関係数を示した。ＰＡＩ

得点と母親や父親の養育態度、夫婦関係の調和性、ソー

シャルサポートとの相関係数は低く、有意ではなかった。

PAI得点と有意な相関が認められたのは「本人の妊娠

受容」（ｙ＝0.303,ｐ<0.05)、「パートナーの妊娠受容」

(γ＝0.325,ｐ<0.05)、「実母の妊娠受容」（ｙ＝0.477,ｐ〈

0.01)、「実父の妊娠受容」（γ＝0.355,ｐ<0.05）であり、

義父母の妊娠の受容とPAI得点とは相関係数が低く、

有意ではなかった。

ている。そのため若年妊婦の場合でも夫婦関係の調和性

は胎児への愛着と相関すると仮定したが結果は有意な関

連は認められなかった。今回の調査で用いた夫婦関係の

調和性の尺度は性交渉を含めた愛情、人生に対する考え

方、生活の価値観等、日常生活の夫との調和性を測定し

ている。本研究の対象者は初産婦が８割を占め、さらに

妊娠後の婚姻であり婚姻期間が短い、また妊婦は実家で

生活している者もおり、日常生活における夫婦関係が十

分に形成されなかったと推測され、それが胎児への愛着

と関連がでなかったと推察される。

子ども時代の両親とのきずなは妊婦の胎児への愛着と

関連があると推測し、養育態度を測定するPBIを用いて

調べたが父親や母親の``Care，'及び“Overprotection,’

は胎児への愛着と有意なﾈ'１関を示さなかった。これは、

Mercerら21)の胎児への愛着と子どもの頃の母親及び父

親との関係は関述しないや、日本人を対象とした岡山の

実母との関係は胎児への愛着に影響しない鰹)と一致する

ものである。これらから親の情愛は自身が子ども時代生

育する過程では非常に重要であるが、妊婦の胎児への愛

情は親の自身への愛情より強力で、子どもの頃の養育体

験は胎児への愛着に関連しなかったとも解釈される。

若年妊婦は精神的に未熟であることから胎児への愛着

に情緒的サポートが必要と考えていたが結果は、情緒的

サポートを測定しているＡＤＡＴと胎児への愛着との相

関は低かった。これは、Damato25)の双胎妊婦を対象と

した調査では胎児への愛着とソーシャルサポートは関連

がなかったと一致しているが、Clan,ey26)の一般妊婦を

対象とした調査やKoniakGriffin1o)の若年妊婦を対象

とした調査のソーシャルサポートと胎児への愛着とに相

関があったとは一致しなかった。各々の研究でソーシャ

ルサポート尺度や対象者の社会背景が異なるため一致し

た結論がでないのか、あるいは妊娠末期の妊婦は自分自

身や胎児、近づく分娩に関心があり、周囲に関心が薄い

ことから、ソーシャルサポートとは関連がでなかったの

か、今後の研究に期待される。

胎児への愛着は、本人やパートナー及び実父母の妊娠

の受容との間に有意な相関が認められた。妊婦は胎児が

家族に受け入れられることを求め、それにより児に深く

きずなを形成し、児に自己を与えることの意味を探し求

める27)。パートナーや実父母の妊娠の受容は若年妊婦が

児を受容すると共に愛着の形成につながると推察される。

Ⅳ、考察

今回の調査で、妊婦の胎児への愛着を示すPAI得点と

学歴、婚姻状況、出産回数、家庭経済状況とは関連がな

かった。学歴が胎児への愛着に関連しないことはCranl

eyの尺度を用いて調査を行ったGrace3)やＫｅｍｐら20)の

結果と一致しており、胎児への愛情に学歴は関連しない

ことを意味していた。また、妬姻の有無と胎児への愛着

に差は認められなかった。これは、Mercerら21)の婚姻

状況は胎児への愛着と有意な相関はみられないと一致し

ていた。しかし、外部からの規範を重視する日本社会に

おいて入籍という社会的認知は胎児への愛着をよい方向

へ導くと思われMercerらのアメリカにおける結果と一

致したと単純にはいえない。今回の対象者が婚姻形態と

胎児への愛着に差が出なかったのは、調査時点では未婚

であるが、その後ほぼ全員が胎児の父親と結婚の予定が

あり、愛着得点に差がでなかったと解釈される。これは

ルーピンの未婚女性の場合、妊娠させた相手が女性やそ

の子どもを受け入れる場合、女性は妊娠中の母性課題を

遂行すろを支持するものである鰹)。

その他の属性は胎児への愛着と関連が認められなかっ

た。これは若年妊婦の胎児への愛着は、社会的背景に左

右されるものではないことを示唆している。

妊婦の胎児への愛着と関連がみられたのは、パートナー

の「結婚相手としての希望程度」と「妊娠希望の有無」

であった。結婚相手としての希望程度の強さは、パート

ナーと心理的接近の強さを意味し、パートナーとの接近

の強さは胎児への愛着に関与すると示唆される。

質的研究でLeifer7)はパートナーとの理解し合えてい

る程度は母親の子を持つ心理的準備に関係し、Rubinも

夫を含めた家族内の絆の強さと子どもへの絆は直線的な

関係にある麹)と指摘している。また、Marcer21)らも夫

婦関係と胎児への愛着は相関があるとしていると報告し

Ｖ、結論

妊娠確定時20歳未満の若年妊婦47人の胎児への愛着と

関連する因子を検討した結果、関連があったのは、パー

トナーの結婚相手としての希望程度、妊娠希望の有無、

本人やパートナー及び実父母の妊娠受容であり、媚姻状

況や出産lIil数、家族形態、家庭経済状況とは関連が認め

られなかった。これらのことから、妊婦本人の結婚は本

当に希望する相手と行い、望んだ子どもとして妊娠する
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こと、またパートナーや両親は妊娠を受容し妊婦を支え

ることが、妊婦の胎児への愛着につながるといえた。
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FactorsRelatedtotheMaternal-Fetal

AttachmentinAdolescentMothers

Tamashiro，Ｋ').，Ｒ､Ｎ､，Ｐ.Ｈ､Ｎ､，Ｒ・ＮＭ.，ＭＰ,H

Kakazu，１１).，Ｒ,Ｎ,，Ｐ.Ｈ､Ｎ､，Ｒ､Ｎ､Ｍ，ＬＬ.Ｂ，

Background：Okinawaprefecturemaintainsahigheradolescentpregnancyratethanotherprefectures・Adolescent

pregnantwomenhavetomastertheirowndevelopmentskills，andtheyarealsoexpectedtoacquireamotheris

skills，InJapan，factorsrelatedtomaternal-fetalattachmentinadolescentmothershaveyettobeidentified・

Objectives:Thepurposeofthisstudywastoidentifythefactorsrelatedtomaternalfetalattachmentinadoles‐
centmothers，

Methods：Forty-sevenadolescentpregnantwomenwererecruitedfrom7obstetricfacilities・InstrumentswerePAI

(PrenatalAttachmentInventory)，ＰＢＩ（ParentalBondlnstrument)，ＭDＡＳ（MaritalDyadicAdjustmentScale)，
ISSIQ（InterviewScheduledforSociallnteractionQuestionnaire),acceptanceofpregnancy,anddemographicfactors・
Results:Ｍｅａｎａｇｅｏｆｓｕｂｊｅｃｔｓｗａｓ18.5years,andthatofhusbandsorpartnerswas２１．８years・Ｏｎｌｙ３０％ofthe

couplesliveindependently,ａｎｄｔｈｅｏｔｈｅｒ７０％ofcouples(orsinglewomen）livewiththeirparentsThereweresig-

nificantdifferencesonPAIwithregardstoeagernesstogetmarriedwithpartner，andplannedpregnancy・ＰＡＩ

ｓｃｏｒｅｏｆｔｈｅｗｏｍｅｎｗｈｏｇｏｔｍａｒｒｉｅdwiththemoreeagerpartnerwashigherthanforthosewhogotmarried

withaweaklyeagerpartner・TherewasalsoasignificantdifferenceonPAIscorebetweenplannedpregnancy
andnonplannedpregnancy，PAIscoreoftheplannedpregnantwomenwashigherthannonplannedpregnancy
women，Education，marriage，ａｎｄｆａｍｉｌｙｓｔｙｌｅｗｅｒｅｎｏｔｒｅｌａｔｅｄｔｏＰＡＩｓｃｏｒｅ・Thereweresignificantcorrelations
betweenPAIscoreandacceptanceofpregnancybyherselfpartner,mother,andfather・

Conclusions：Eagernesstogetmarriedwiththepartner，plannedpregnancy，acceptanceofpregnancybyherself，
partner，mother，andfatherseemtobeimportantfactorsrelatedtomaternalattachmenttoherunbornchildfor
adolescentwomen．

Keywords：adolescentpregnancy，maternal-fetalattachment，eagernessofmarriage，acceptanceofpregnancy

l）OkinawaPrefecturalCollegeofNurＳｉｎｇ
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